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アジア

前にもちょっと触れたように現在知られているアジアの

アノレミニウム資源は非常に少なく全部で約1.5億トン

に過ぎずユｰゴスラピアｰ国の鉱量と大差ない.し

かも中国のダイアスポア質のものを除げばバイヤｰ法で

用いられるボｰキサイトの量は約8,000万トンに過ぎな

い.1962年に約200万トンの鉱石が採掘されたがそ

の中の40万トンは中国のダイアスポア質のものである.

したがってバイヤｰ法で処理できる鉱石は約160万トン

である.この地域のボｰキサイトのおも桂需要国は日

本であって採掘されたボｰキサイト160万トンの内約

100万トンを輸入している.現在は日本はアジア諸国

からの輸入でアルミニウム原料はだいたい足りているが

たびたぴ述べたようにアノレミニウム原料の需要は急増す

るものである故アジア地域における新鉱床の発見はわ

が国にとって急務である.

インド

インドにボｰキサイトのあることは相当古くから知ら

れており1910年から採掘されているがアルミニウム

原料として採掘されたのは1940年からである.生産量

は年々増加し1962年には56万トン採掘した.1961年の

ボｰキサイト輸出先は日本6.2万トンイタリア1.8万

トンオｰストラリア9千トン酉ドイツ9千トンなど
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である.アノレミニウムは1962年に3万トン弱生産し

アノレミナは年間2.5万トンの製造能力を有している.

ジャマイカから年間約1万トンのアノレミナを輸入してい

る.インドではボｰキサイト採掘量の約半分をセメン

ト耐火物化学薬品などの原料に用いている.イン

ドに総計5,000万トン以上の高品位ボｰキサイト鉱量が

推定されアジア地区第一のボｰキサイト保有国である.

インドにほ広大な面積にわたってラテライトが分布し

ておりその一部にボｰキサイトカミ産出する.ボｰキ

サイトはだいたい高v･台地をおおっているラテライトに

伴って産出し海岸地域その他の低い地域の広大な面積

を占めるラテライトに伴うボrキサイトは台地のそれに

比して非常に少ない.高地のボｰキサイトは次の旧主

要鉱床群に分けられる.BiharMadhyaPradesh両

州にまたがる台地MadhyaPradesh州のMaika1a山

脈WestemGhatsとEastemGhatsで華る･海

岸地域の鉱床はGujarath州のSaurashtra地区と

Kutch地区に分布し他の低地ボrキサイトはMadhya

Pradesh州のJabalpur地区にあるのみである.

BiharMadhyaPradesh両州にまたがる台地は東は

Bihar州のRanchi地区pa1aman地区から酉はMad-

hyaPradesh州のSurguja-Raigarh-Bilaspur地区

に連続した地域である.この地域は高度1,000血前後

の台地から在り鉱体はDeccan玄武岩が変質して生成

したといわれるラテライト中に胚胎され厚さはだいた

いにおいて2m前後である.Bihar州のボｰキサイト

鉱床は上部3m位の厚さのラテライト下部6～8mのラ

テライトに挾まれている.品位は分析例を挙げれば

A120s60.8亙e2032.85SiC20.28Ti029.6%であ

って低珪酸高チタン鉱石である.これは玄武岩を原岩

とするボｰキサイト全般に通じる性質である.この地

域特にBihar州の鉱床はインドで最も重要なボｰキ

サイト産地であって確定鉱量は1,300万トンである.

MadhyaPradeshのSurguja-Raigarh-Bilaspur地

区には確定300万トンの鉱量カミある1

MadhyaPradesh州のMaika1a山脈をおおっている

ラテライト中にBiIaspurMand1aBalaghatDurg

の各地にまたがった地域にボｰキサイト鉱床カミ多数分布

篤5図インドのボｰキサイト鉱床分布図�
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第6図Biha}MadhyaPradesh州のBauxiteを含むLaterite鉱床分布図

している.この地域のラテライトもDeccan玄武岩Fe.036.45TiO.7.03Si020.79%であり他の玄武

の変質したものであって海抜800～1,000mの台地をお岩原のものに似た鉱石である.

おっている.鉱床の厚さは非常に変動力茎あるが大部分EastemGhatsではMadrasOrissa両州にボｰキ

のものは1～3mである.分析値のプ側はAl･0357.59サイト鉱床が分布しているがここのラテライトは上記

Fe20s5.55TiO.13.60Si021.04%で確定鉱量は三地方と異なり玄武岩ではなく長石質自粒岩から変質

700万トンである.したものといわれている.従ってボｰキサイトの化学

WestemGhatsではMaharashtra州Kolhapurと組成も珪酸分力茎比較的高くチタン含有量は低い傾向に

Mysore州のBe1gaumにそれぞれ推定鉱量200万トある.Madras州ではSalem地区のShevaroyHi11s

ンと60万トンの高品位ボｰキサイト鉱床カ粉布している.の頂上6～7ヵ所をおおっているラテライトの下に賦存

両地域の外にもMaharashtra州のKo1abaMysoreしている.品位はA1･0336～59Fe2035.6～39

州のBababudan地区にも鉱床の存在が報告されている.TiO.O.5～2Si0.1.1～10%である.推定鉱量200

これらWestemGhatsの鉱床群もDeccan玄武岩原万トンと言われている.Orissa州の鉱床はKa1handi

のラテライト中に賦存するものであって高度600～1,300地区Sambalpur地区のKhariarとKoraput地区

mの台地をおおっている.品位の一例はAl･0356.44Manduru北部の台地に分布してV･る.鉱床は通常

ラテライト層の上部にあり品位は
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第7図Lohardaga(Ranchi西方)付近のラテライトと涼一キサイト鉱床の関係図�
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篤8図中国のアルミニウム資源分布図

良好注鉱石である.SaurashtraKutch雨地区の鉱

量は推定1,100万トンである.

MadhyaPradesh州のJaba1pur地区Katni

Niwar-S1eemanabadDundi地区にボｰキサイト鉱

床が分布している.Katni地区はインドの中で最も開

発された地域の一つであってここのボｰキサイトは化学

工業耐火物などの原料として重要である.鉱床はラ

テライトに伴っておりラテライト中に鉱石が分緒してい

る.鉱石は豆状のものから大きな礫状にまで変化して

いる.これほPeCCan玄武岩とは生成的に無関係であ

ってカンブリア紀のVindyan石灰岩とGondowana

砂岩をおおってv･る.しかしこの地区ではラテライト

は風化残留性ではなく漂砂鉱床と思われている.この

事は鉱石の漂礫状の形態や谷や窪地などに厚く分布して

いる事から推定される.鉱量はKatni26万トン

Niwarユ7万ト;/Dundi10万トンが推定されている.

鉱石の品位はA1.0350～63Fe.031～14TiO･3～10

SiO芦ユ～9%である.さらにJammu州のRiasi地

区にジュラ紀の石灰岩をおおって非常に高品位なボｰキ

サイト鉱床カミ分布してv･る.鉱床は始新世堆積岩にお

おわれている.鉱量はA120375～80%Si021～5

%の鉱石175万トンA1.0365～75%SiO.6～15%

の鉱石1,OOO万トンと推定されている.この鉱石はダ

イアスポア質のものであって現在はアノレミニウム原料

としてはギブサイト質のものほど広く用いられてい恋い.

中国

中国のアルミニウム工業は最近急速に発展しつつあ

り1962年に約10万トンのアノレミニウム地金を生産したと

いわれている.中国には他の諸国でいうボｰキサイト

は余り荏いがぱん土頁岩はぼう大にありこれは土と
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第9図ビンタン島のボｰキサイト鉱床分布

してダイアスポア質のものであるがアルミニウム原料

として利用する事に成功してv'る.アルミニウム資源

の分布は主として北部にばん土頁岩鉱床西南部にダイ

アスポア質ボｰキサイト鉱床福建省沿岸金門島に少

量のギブサイト鉱床ならびに南東沿岸地帯に多量の明

ばん石鉱床がある.

ばん土頁岩は山東遼東欧酉河北雲南山酉の諸

省に分布している.鉱床は主として古生代のものであ

って通常ペノレムｰ石炭期の炭層中に厚い層として入

っている.鉱物は雲南省以外のものはダイアスポアが

主要たアノレミニウム鉱物である.雲南省のぱん土頁岩

はべ一マイト質である.鉱量品位たどについては判

然としたデｰタが得られなv'のであるが最近の資料に

よれば次のとおりである､

地名

山東省溜川付近

遼寧省本渓湖付近

陳西省西安付近

河北省開平付近

雲南省昆明付近

山西省陽泉付近

鉱量A1203Fe203Ti02Si02

1川3億トン53～609～10213～20形

0.5～140～5310320

大規模

1～450～701～151～35μ27

ユ～1,552～703～116-33

相当大規模45～55

ダイアスポア質なボｰキサイトは貴州省貴筑付近に鉱

量2～5億トン品位A120338～70Fe2031Ti0里

2～3Si029～40%の鉱床か分布している.鉱体は厚

さ8rn前後であってオノレドビス紀のドロマイトと石炭

紀後期の炭層との間に挾まれている.アノレミニウム含

有量は下部が高く珪酸分は上部が高い.これは二次

的荏アルミニウムと珪酸の富化作用によるものとv･われ

ている.明ばん石鉱床は賓陽福鼎鹿江の各地

に約1.8億トン分布している.これは製錬可能なアノレ�
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ミニウム900万トンに相当するぼう大なものである.さ48～50mでは新鮮な原岩片が入っており52m位で原

岩に達する.主要鉱石鉱物はギブサイトである.鉱

台湾にはアルミニウム資源はない｡1962年に1.2万石は結核状であってO.5～15cmの結核体を構成している.

トンのアルミニウムを生産したが全部輸入鉱刷ζ頼って平均品位はA120353Fe20313.5TiO.1.2Si022.5

いる.輸入究はマラヤ&サラワクであって年闘3～4%である･

万トン輸入している､Bintan島以外にもBangkaK㎜durBe1itungBa-

tanSingkepの諸島とKa1imantanにも鉱床の存在

インドネシアが報告されている.Belitu㎎の鉱床は稼行可能のよう

インドネシアはマラヤサラワクと共にわが国の重要である･

なボｰキサイト供給国であって産出量を全部日本に輸

出している.1962年の採掘量は約43万トンであり鉱マラヤ

量は1,750万トンと推定されている.インドネシアにマラヤのボｰキサイトを最初に開発したのは日本であっ

ボｰキサイトカ溌見されたのは1924年であるが本格的て1936年に石原産業株式会社がジョホｰル鉱床を採掘

往生産は1935年から始まり1940年には世界総生産量のしたのが始まりである｡戦後一時採掘は中止されてい

約7%にあたる27万トンを採掘している.現在の採掘たが1952年に鉱山が再開され1962年の採掘量は約35

量は世界の総採推量の2%弱に相当する.万トンである.1961年には日本へ26万トンその他オｰ

ボｰキサイトの主要鉱床はBintan島にあって現在ストラリア西ドイツなどにも輸出している.わが国

採掘されているのはここだけである.Bintan島はマにとっては重要恋産地であるカミ最近品位の点で難点が

レｰ半島の南方シンガポｰノレの南東約50kmの位置にでてきたようである･全鉱量は確定ユ,000万トン以上

ある.鉱床は中部のBintanBay地区南西部のTan･である.主要な鉱床はJohore州とMaIacca州にあ

jongPina㎎地区と南東部のKidjang地区に分布してり現在稼行されている鉱山は全部Johore州にある.

いる.従来開発され採掘されたのはKidja㎎地区鉱床賦存地帯は強い摺出作用を受けた片岩帯の上を厚

であるが中部南西部の開発も計画されているようでい酸性溶岩凝灰岩などがおおっておりこれらは花筒

ある.同島にはホルンフェルス花開岩などを原岩と岩質岩体に貫入されている.鉱床の原岩は大部分火山

するボｰキサイトがあるが品位良好なのはホルンフェ岩と三畳紀の堆積岩であるカミ場所によっては花商岩やヘ

ルスの風化生成物である.鉱床はラテライト質のものグマタイトなどもある.ボｰキサイトは南西Johore

であって風化帯の上部に産出する.現在最もよく知らに広く分布しているが海抜30m前後の比較的低い地域

れている南東部の鉱床はKidja㎎水道の両側に分布しに多いのが特徴的であって高度100m以上の地域には衣

ている.S㎜geiKolak地区では上部約7mカミ鉱床てい.鉱床は厚さ1～2mであってO～2mのラテライ

あって次に約20m粘土層がありさらに風化された珪酸トと0～1mの腐蝕土におおわれている事が多い.鉱

質岩石の構造カミ所女に見られる粘土層が20m位あり深体の下部は原岩の変質によってできたカオリンを多量に

含有している.
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第10図ヤラヤσ)ボｰキサイト鉱床分布図第11図マラヤのボｰキサイト鉱床断醐図�
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策12図サラワクのボｰキサイト鉱床

S㎝redahの西北西にボｰキサイトが1941年に発見され

品位は良好であるが詳しい調査はされてい狂い.Pe-

ha㎎州Kuantanの北では玄武岩をおおっている土壌

中にボｰキサイト結核体を含む部分と褐鉄鉱が互v'に漸

移しているカミこの地域は精査の価値カミあるようである.

Kua1aTre㎎ganu近くにも第二次大戦中鉱床カ主発見さ

れた.

サラワク

サラワクからボｰキサイトが最初に報告されたのは19

11年であるが採掘が始められたのは1959年からである.

1962年の採掘量は約23万トン鉱量は確定500万トンで

ある.ユ961年の輸出は日本向22万トン台湾向4万ト

ンである.ボｰキサイトはサラワクの最も重要な鉱産

物である.またわが国の主要アノレミニウム原料供給国

の一つである.同国のボｰキサイト鉱床の賦存地区は

Luper河以西の地域に限られ主要鉱床はSematan

地区にある.西サラワクの十カ所以上に鉱床が知られ

ているがSematanの西方約1kmにあるMunggu

Belianに約260万トンSematanの南東8kmにある

BukitGebongに約260万トン回じくSematanの

北北西25kmのTanjongSerebangに約110万トン

の鉱量が計算されておりこの鉱床が現在知られている

稼行可能な鉱床である.

鉱体は中性ないし塩基性火成岩から変質したものであ

って鉱床の原岩は安山岩はんれい岩と粗粒玄武岩

斜長石角閃岩とソｰシュノレ石はんれい君ならびに変質中

性ないし塩基性火山岩の四種に分けられる.サラワク

では他の原岩からは大規模租ボｰキサイト鉱床は生成さ

れていない.

MungguBelianでは安山岩が海抜30m以下の丘陵を

形成し北部と西部は段丘沖積層東部と南部は沖積性

湿地におおわれている.･安山岩は風化され新鮮た安

ボｰキサイト貯鉱と積み出し設備(サラワク1957年)

○甲erseasGeo1.Sur可.

山岩は礫として見られるだけである.鉱石は団塊状で

あってその集合体の厚さは0.3～6mであるが平均3m位

である.沖積層は15m以上の厚さで鉱体をお粘ってい

る事がある.品位はA1.0355Fe.039TiO･1.7

Si022%である.

BukitGebong地区の鉱床ははんれい岩と粗粒玄武岩

の変質してできたものである.鉱床の厚さは数10cm

から7m以上におよび2血前後の粘土層におおわれてい

る鉱床の下は粘土層であって厚さは相当あるようであ

る.鉱石はおもにギブサイトからなり平均品位は

AbO島50Fe20315Ti020.5Si025%である.

TanjongSerabang鉱床は斜長石角閃岩の変質によっ

てできたものである.ここの鉱床の厚さは平均1.5m

であり鉱石は激密で堅く団塊状に赤褐色粘土中に分

布している.鉱体は1㎝以上の粘土層におおわれ下

部も粘土である.平均品位はA120346Si026%で

ある.

SebanganVauey中のBukitSand㎝gその他では

変質火山岩からボｰキサイトカミ生成しているが鉱床は

小さく品位も概して良く狂い.

トル=l

Anta1yaGaziant♀pZongu1dakの諸地方に大きな

ボｰキサイト鉱床があり鉱量は4,500万トンと予想さ

れているが稼行されているものはない.

トノレコのボｰキサイトはいわゆる地中海型のものであ

って一例をとれば最大のものはAnta1ya州のTaurus

山西部にあり白亜紀の石灰:岩に伴って産出する.鉱

床生成後激しい地殻変動を受けているので鉱床の形態は

不規貝1｣である.鉱石はべ一マイト質であって品位は

A120s50～68Fe20sユ5～20Ti023Si025～23%

である.�
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ボｰキサイトのない国のアルミニウム原料

以上世界のおもなボｰキサイト鉱床の概要を述べて許

た.しかしボｰキサイト鉱床がないかあるいはあっ

ても問題に荏らないほど少なくまた将来鉱床が開発さ

れる可能性カミ少ないためにこの中で記述しなかった国で

アルミニウムを生産している国は少なく桂い.それら

の国はカナダ(1962年アノレミニウム生産量約58万トン)

ノルウェｰ(20万トン)西ドイツ(18万トン)日本

(17万トン)チェコスロバキア(6万トン)東ドイツ

(6万トン)スイス(5万トン)ポｰランド(4.8万

トン)イギリス(3.5万トン)とスウェｰデン(1.5

万トン)の諸国である.これらの国々はアルミニウム

資源を保有するという意味では重要ではないが需要者

としてボｰキサイト鉱床開発に与える影響は多大である

したがってこれら諸国のアルミニウム原料について以下

簡単に述べる.

カナダ

カナダはアメリカン連に次いで世界第3のアノレミニ

ウム生産国である.1962年には58万トンの生産力茎あっ

た｡国内にはボｰキサイト鉱床は現在ないしまた将

来発見される事も期待できない.しかしたカミら低品位

鉱石としては斜長岩と霞石閃長岩は多量にありアルミ

ニウム摘出の試験操業にほ成功しているので低品位鉱処

理が必要な事態には利用可能である.しかし現在はア

ルミニウム資源は輸入に頼っておりその輸入量と輸入

先のおもなものは次のとおりである.

ボｰキサイト(1961年)アルミナ(1960年)

英領ギアナ88万トンジャマイカ37万トン

スリナム26フランス0.8

ギニア21オｰストラリア0.5

アメリカ11計38万トン

計146

カナダは生産したアルミニウムの約80%をアメリカその

他の諸国に輸出している.

ノルウニ】

ノノレウェｰは1962年に約20万トンのアノレミニウムを生

産し重要なアルミニウム工業国である.これは豊富

で低廉た水力発電を利用したものである.ノノレウェｰ

にはアルミニウム資源はたくボｰキサイトはギリシャ

から年平均3万トン輸入し石灰焼成法の一種である

Pedersen法で処理しアノレミナ約1.7万トンを作って

いる.アノレミナは次の諸国から輸入している.

ジャマイカ

カナダ

イギリス

アメリカ

フランス

西ドイツ

ギニア

その他

計

22万トン(1960年)

��

㈮㌀

��

㈮�

�

㌀

��

32万トン

ノルウェｰで生産されるアノレミニウムの約80%は主とし

てアメリカイギリスなどに輸出されている.

西ドイツ

西ドイツは1962年に18万トンのアノレミニウムを生産し

40万トン以上のアルミニウムを消費した.国内のボｰ

キサイトは生産4千トン程度採掘しているが問題になら

狂い量であって原料は全部輸入に頼っているといって

よい.近年国内の粘土その他の原料を用いてアノレミニ

ウムを作る方法が研究されている.ボｰキサイトの輸

入量と輸入先は次のとおりである(1961年).

ユｰゴスラビア

ギリシャ

フランス

スリナム

ハンガリｰ

ギニア

英領ギアナ

その他

計

65万トン

�

�

�

�

�

�

㌀

149万トン

アノレミナと水酸化アノレミニウムはオｰストリアなどに

相当量輸出しており1960年にはアノレミナ約6万トンを

輸出した.

東ドイツ

束ドイツは年間約6万トン(1962年)のアルミニウム

を製造しているが原料のボｰキサイトは土してハンガ

リｰ柱とから25万トン前後輸入している.アルミナは

毎年2～3万トン輸入している.

チェコスロバキア

チェコスロバキアのアルミニウム生産は1953年頃から

始まり1962年には年産6万トンに達した.ボｰキサ

イト鉱床は国内に点在しているカ茎稼行されているもの

は恋くノ､ンガリｰユｰゴスラビアなどからボｰキサ

イトとアルミナを輸入している.�



一24一

路｡一帥｡

皇｡o.ooo

一ヨ｡,回｡o

工｡但,凸｡o

↓

�

1拝

変

↓

人

�

洋

弓1セ

箏

敗'I一“

い･肯

融1

地i匂

､藺.｡｡｡.､{=､一､､､量,一

L.､.一_.,_｡.､

1あ1川…蒜'….'I鮒'1如'r晶｡''｡晶;'H由I･､“ぺ一1ヨ70

第13図日本のアルミニウム娘品生産量の推移

スイス

スイスにはボｰキサイト鉱床は柾く年産5万トン

(1962)のアルミニウム工業は輸入アルミナを原料とし

ている.アノレミナの輸入先は次のとおりである.

フランス5万トン(1960年)

イタリア3

ギニア0.6

計8.6万トン

ポｰランド

ポｰランドは1962年に約4.8万トンのアルミニウムを

製造した.その原料は全部輸入に頼っている.ボｰ

キサイトは約3万トンアルミナは約5万トンおもにノ･

ンガリｰから輸入している.

イギリス

イギリスは高度に発達した工業国であってアルミニ

ウムの消費量も非常に多く年間50万トン近い.しかし

アノレミニウムの生産量は少なく1962年には3.5万トン

であった.国内にはアイルランドスコットランドな

どに小規模のボｰキサイト鉱床カミあるが稼行されていた

くアノレミニウム原料は全部輸入ボｰキサイトに頼ってい

る･1961年のおもな輸出先と輸入量は次の通りである

ン)アメリカ(10万トン)ノルウェｰ(4万トン)など

から合計30万トン(1960年)輸入している.

ガｰナ

フランス

ギリシャ

英領ギアナ

計

20万トン

ユ0

�

�

�

スウェｰデン

スウェｰデンは年産1.5万トン(1962年)のアノレミニ

ウム工業とセメント工業などの原料としてボｰキサイト

を英領ギアナとギリシャから主として輸入している.

輸入量は毎年変動があるが1955～1959年の平均は1.4

万トン1960年は5千トンであった.アルミナはカナ

ダとジャマイカから3万トン余(1960年)輸入している.

日本のアルミニウム工業

わが国のアルミニウム需要は1887年に始めて地金を

輸入して以来年々増加して1930年ころには約1万トン

に達した.一方アノレミニウム製錬は1891年に日本アル

ミ製造所が設置され以後各所で活発に研究カミ造められ

たが実際の地金製造は1934年に日本電気工業株式会

社(現昭和電工)の大町工場で電解法を用いて588トン

作ったのが最初である.その後急増した軍需と共に生

産は順調に延び1944年には11.7万トンに達した.終

戦と共にアノレミニウム生産は一時停止したが1948年

に6,970トン生産し1960年には13.7万トン製錬し

1962年には20.9万トンの生産能力を有するに至った.

その工場別内訳は次のとおりである.

会社名

目本軽金属

昭和電工

住友化学

工揚名

蒲原

噺潟

喜多方

犬町

千葉

菊太

年産能力(トン)

��〰

㌱�〰

㌶�〰

��〰

�〰　

㌲�〰

イギリスのアノレミナ生産量は約12万トンにおよびその

内3万トン近くをノルウェｰその他に輸出しておりア

ルミニウム工業用に約6万トンその他の用途に4万ト

ン近く用いている.アノレミニウムはカナダ(約16万ト

第2表わが国のボｰキサイト輸入量(単位1,O00トン)

�1954�工955�1956�1957�1958�1959�19601961��1962�]9個3中1

中雑人民共和国�n8��1�1�����一�一

マラヤ述部��152�207�318�216�340�407�284�245�似9

サラワク�����53�149�227�229�204�工4{

インドネシア痢国�172�182�173�136�23個�27{�2葭9�417�{畠O�568

インド�2�2�2�{�1�ユ2�ヨε�n2�90�η

アジア肘(その他を含む)�292�.336�383�459�507�803�1,031�1.065�1,042�I,270

オｰストラリア����������ユ09

大洋州計1その他を含む)������5��41��109

英領ギアナ中2�2�5�17�害2�6�21�29�47�53�33

南米計(その他を含む)�2�8�21�2�9�21�29�49�56�42

アフリカ計�������中3���

�������

冒一日ツバ計����“4��}4����

����2��1�一�1��

北米計����'���'�■�■�

世界鮒�294�筥43�404�493�517�8蜘�1.095�1,157�1.099�1,421

*1ユ963牢には中国O,2タイ図17シンガポｰル

榊る

*2`高アル･ミナ耐火物用に向けられる

箏3ガｰナ#4イギリス

以上アジア;スリナム9以上南米�
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計

名古屋

(北川二郎

㈱�〰

㈰�〰　

アルミニウム工業より)

またわが国のアノレミニウムと圧延製品の生産量の推移

を図表で示すと第13図のようになる.とくに最近の数

年間について生産量新地金需要総需要を表示すれ

ば次のようになる.

年度

��

生産量新地金需要総需要

�����㈰�　

第3表わが国のボｰキサイト

�������㈸��

���㌮���㈴��

��㈲㈮���㌷�　

��㈷㌮������

(単位1,000t北川二郎アルミの需要はどこまで伸びるかより)

すなわち過去4年間に生産需要共に倍になっており

まことに驚くべき増加ぶりである.現在日本の生産量

はアメリカン連カナダフランスノルウェｰ西

ドイツに次いで世界で第7位を占めており1962年の例

でいえばアルミニウム世界総生産量の約3.2%を生産し

高アルミナ粘土(鉱量の大きなもの)資源

(1964嶋崎･岡野)

鉱床型�鉱山名･呼称�場所�鉱床概要�鉱石･鉱物�品位･鉱量�備考

X�筑別粘土�北海遺留萌支庁苫前郡羽槻町�中新旧二炭層の下盤粘土層厚O.2�カオリン鉱物を主とす�A1里q22-29%�石炭稼行中

���～0.6�る粘土�鉱量800万t�

◎�沼牛粘土�北海道空知支庁雨竜郡幌加内村�第三紀の流紋岩質凝灰岩の風化生�加水ハロイサイトｰ･ア�A1.O.32%�1942-1949稼行

���成物の湖底堆横物(第四紀生成)�ロフェイン�鉱鼠約10万t�耐火粘ニヒ

△�早来粘土�北海道胆振支庁勇払郡早来町�洪積層中の粘土層粘土は浮石の�アロフェンを土とし�A』Oヨ22.7ト29,30%�

��早来�風化物で厚さO.5～1.5m色は黄�岩石片を含む�SiO.50.94-41.14�

���縄色��鉱量50ト600万t�

X�久慈粘土�岩手県久慈市夏井町�古第三紀層中の石炭下盤粘土�カオリン�Al.0.iト25%�耐火粘土として採掘中

���淡青色��鉱量2000万t�

X�岩手粘土�岩手県下閉伊郡岩泉町門�古第三紀層中の石炭下盤粘土教�カオリナイトを主とする�A1王0.3ト42%�耐火粘ニヒとして著名

���層あり��鉱量5000万t�

�黒沢民福ばん土�岩手県北上市黒沢尻�湖底堆横物安山岩質浮石の同化�A]｡0｡の多い非晶質物�原土Al.0.32.11%�戦時中稼行の価値あり

���物層層圧1.7m±範囲数10㎞2�質でカオリンバロイ�SiO.47.32%�と認められた

����サイトよりAl.0｡に�水ヒ物Al.O.39.18%�

����禽む�S10.35.43�

�����鉱量2800万t�

×�萩荘粘土�岩手県一ノ関市萩荘�新第三紀の亜炭層にともなう粘土�カオリン粘土�鉱最5000万t�

���層層厚1面���

◎�有壁粘土�宮城県栗原郡金成町�第三紀�加水ハロイサイト�Al.0.36126%�

���中新一鮮新世に属する凝灰岩源の�アロフェン�鉱量大�

���粘土層厚さ(良質部)±70㎝���

×�磐城粘土�福島県双葉郡富岡町(富岡地�古第三紀層の炭層に伴う下盤粘土�カオリナイト�Al.O.21-36%�

�(常磐粘ニヒ)�区)広野町(木戸一広野地区�粘土層は数枚ありC.2-2.4㎜�少量のハロイサイト�450万t�

��石城郡小川町(赤井地区)茨����

��城県高萩市(高萩地区)����

△�今市土�栃木県宇都富市今市市鹿�浮石の風化生成物で層厚0.8-1,5�今市土はおもにハロイサイト�Al.0.1ト26%�

�鹿沼土�沼布�m上半部黄褐色･軟下半部黄色�岩石片を含む�亙e.O.11.5～12.5%�

���･硬�鹿沼土はア回フェン��

△�飯能粘土�埼玉県入間郡飯能市�第四紀の火山灰層の風化生成物�アロプェンフロ水ハ�Al.0.32-37%�

����ロイサイト��

口�上信粘土�群馬県書妻郡嬬恋村千俣�安山岩質凝灰岩中の浅熱水成塊状�加水ハロイサイト�Al.0量32-37%�稼行中

���鉱床���

口�平穏粘土�長野県下高井郡山ノ内町志賀�石英煙面猪中の粘土脈(?)�カオリン鉱物ズニア�A1里O.42-53%�戦時中探鉱

��山��イドダイァスポアを��

����主とする��

O�字久須�静岡県賀茂郡賀茂村宇久須�第三紀中新世揚ケ島層群中のプロ�明ばん石(KN8明ばん�Ai.O.15万t(推)�かって充分に擦鉱され

��田方郡土肥町�ピライト緑色凝灰岩中の水平に�石)付随鉱物として�30%ユ450万t(予)�た

���近い交代鉱床�石英褐鉄鉱赤鉄鉱�17%ユ530万t(予)�

���分布範囲3×1.5km�ルチル硫化鉄等�12%�

���下部カオリン帯上部珪石鉱床���

���数鉱体あり��討約3000万t�

O�仁科�静岡県賀茂郡西伊豆町(旧�同上�K“明ばん石�A』0｡万t�

��仁科村)白川�分砺範囲500×1500m�(石英粘土鉱物流�上鉱32%45(推)�

���数鉱体あり�化鉄硫黄)�中鉱20%225(推予�

�����貧鉱12%75(推予�

�����平均20%34.5��
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鉱床型�鉱Il｣名･呼称�場所�鉱床概要�鉱石･鉱物�屍位･鉱量㈱考�

O�船原�静岡劇11方郡天城湯ケ.島町�第三紀中新微湯ケ.島層群中のプロ�K-Na明バン石��

��(旧中狩野村〕蝸原���A1王0里万t(予想)�

���ピライト石英安山岩中の塊状鉱��ユ8%229�

���床カオリン鉱床を伴う��12%?77�

�����計1000�

◎�瀬戸･多治見の�愛知県瀬戸市函カn茂郡猿投�第三紀鮮新世の堪狽枇土�カオリン粘土��

�*節･蛙昌粘｣二����Al.0ヨ2ト35%�

��町八箪大畑����陶磁器用に盛大に稼行

�����鉱量大�中

��岐阜県多治見市瑞浪市恵����

��那郡1呪智町����

◎�島ケ原地区の木�三重県上野市剛1』都鳥ケ原�同上�同上�Al.0｡±31%�同上

�節･蛙目粘土�村名張市奈良崎添上郡����

��月ケ瀬村����

O�栃原�兵庫県神崎郡犬河内村栃原�石英粗面岩ギの塊状交代鉱床カ�K一明ばん石�劃伽�昭和36年9月まで化学

���オリン鉱床蝋石鉱床を伴う�(石英粘土)��薬品用に出鉱
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た.これらの数字はわカ幅の鉄工業などにくらべると

少ないカミしかし後述するように今後の日本のアルミニ

ウム生産量の増加率は大きく1970年頃にはアメリカ

ン連カナダに次V･で世界第4位'あるいはフランス

に次いで第5位になるものと予想されている.

以上わが国のアノレミニウム工業を簡単に紹介したがこ

れを支えるのには多量の原料を必要とする.初期のア

ノレミニウム工業は朝鮮の明ばん石満州のばん土頁岩と

当時のオランダ領インド支郡のボｰキサイトを原料に用

いていたがその後パラオ島のボｰキサイト鉱床カ欄発

されまた北支那のぱん土頁岩も利用された.太平洋

戦争末期になると原料輸入が円滑を欠き国内の粘土な

どを原料にする事を余儀なくされた.戦後は1948年に

ビンタン岳から10万トンのボｰキサイトを輸入して以来

主として東南アジアからボｰキサイトを輸入しており

現在はボｰキサイトのみを原料にしている.過去10年

間の年別の輸入鉱石量と相手国を示すと第2表のように

なる.この内オｰストラリアからの輸入量は今後相当

増加するものと見られるが当分の聞わカミ国のアルミニ

ウム原料はインドネシアマラヤサラワクの諸国から

の輸入量カミ大半を占めるものと予想される.現在日本

は東南アジアのボｰキサイトの唯一の市場であるといっ

てよく上記3国のボｰキサイト鉱業は日本の需要にさ

さえられているものである.

一方わが国の国内アルミニウム資源はきわめて貧弱で

ある.終戦までにわが国でボrキサイト鉱床の存在カミ

細られていたのは旧南洋委任統治領のパラオ島のものと

香川県坂出と福岡県八女のギブサイト質カオリン鉱床だ

けである.従って戦争が激化してから用いた国産の原

料は粘土ダイアスポアコランダム霞石燐酸ばん

土欽明ばん石などであった.しかしながら当時これ

らの内で成果の上ったものは明ばん石だけであった.

現在は全部輸入に依存しており国内資源は利用されて

い低い.第3表にかつてアルミニウム原料として考

慮されたことのある国内の鉱床とこれに加えて新しい

技術の開発によって考慮の対象と放るであろうと思われ

るアノレミナ分に富みかつ鉱量の大きな鉱床を示してお

いた.この中のボｰキサイト質鉱床について簡単に紹

介する.

香川県坂出鉱床ボｰキサイトはラテライト型でのも

のであってさぬき岩がラテライト化しその中に豆状

ないし数10二mのギブサイト塊が入っている.鉱量は

Al.0350%程度の鉱石約2千トンと報告されているが

戦時中に採掘されつくした.

福岡県八女鉱床福岡県八女郡岡山村にあるラテラ

イト型ボｰキサイト鉱床である.第四紀洪積層中に胚

胎された鉱床であって鉱石鉱物はギブサイトであるカミ

石英長石輝石角閃石などを使いべ一マイトも入っ

ているようである.鉱石の品位はA120328～65%であ

る.鉱層は平均2mで下部に層厚1.2mの八女粘土層

が発達している.鉱量は約700万トンといわれている.

この様にわが国にも低品位ボｰキサイト鉱は多少あり

また将来鉱床カ溌見される可能性もないとはいえないが

大きな期待はできない.ボｰキサイトを利用する限り

原料は全面的に輸入に頼らざるを得ないであろう.

結語

現在世界で知られているボｰキサイトの埋蔵鉱量は約

32億トンであるが1960年から2000年までアメリカで消

費されるアノレミニウム金属の総量は約2億3,000万ト

ンという値が積算されている.これはボｰキサイト約

9億トンに相当するものでアメリカｰ国で総鉱量の1/4

以上を消費する事になる.現在のアノレミニウムのアメ

リカの消費量は世界全消費量の40%弱であるのでこの割

合いが保たれるものとすれぱ紀元2000年までに約22.5

億トンのボｰキサイトが採掘される計算になる.この

ような計算を行なうとボｰキサイトはむしろ多い資源で

あって鉄鍋鉛亜鉛などその他の主要金属について

は2000年までに現在既知の資源カミ完全に利用しつくされ

てしまう結果になる.このよう放状態にあるというこ

とは識者の間では一般に認められている所であってア

メリカのBoydなどは世界の平均生活水準がユ%上昇す

るごとに各種原料の需要は5%増加すると計算しさら

に後進国では現在使用されている金属の量が少なくし

たがって再生金属量が少ないため経済成長に伴う金属

原料需要の増加率は先進国のそれよりも大きくなりし

たがって今後現在の後進国の状態が飛躍的に向上するで

あろう事を考慮すれば将来必要になる金属資源の量は驚

くべき値に狂るといっている.この様な推論が正しい

ものとすればもとより概算ではあるカミ現在知られて

いる金属資源は今後40年足らずの間にほとんど全部消費

されてしまうわけである.一方金属の用途カミプラスチ

ックなどの他の物質に切換えられる事は大いに考えられ

るが少なくともここ数10年は色々な面での金属の優位

性が保たれるものと考えられまた今まで一度利用され

た鉱物の需要は波があったにせよ大きく見れば減少した

ものは皆無といってよい事などを考え合わせれぱこの

議論はあながち単板る誇張として無視できるものではな

い.このような傾向は多少の差はあっても金属だけで�
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策4表世界のアルミニウム生産最(単位1000トン)

国別�1961�1962�1965/6�1971

���(推定能力)�(推定能力)

南北アメリカ����

米国�1,727.0�1,92一.4�2,370�2,750

カナダ�601.6�622,3�1,110�1,250

南米�18.6�35.2�50�100

西ヨｰロッパ����

英国�32.8�34.6�35�35

フランス�279.6�294.5�400�500

西独�172,6�177.8�245�300

ノルウ.[一�171.9�205.9�300�400

その他�274.2�293.4�410�500

アジア����

E1本�153.7�171.3�430�500

インド�18.4�35.2�100�250

台湾�9.0�11.1�20�20

インドネシア�一�一�一�20

フィリピン�一�`�i�25

大洋州����

オｰストラリア�13.4�16.5�150�210

ニュｰジｰランド�一�一�一�240

アフリカ�45.6�52.2�190�400

東方團����

ソ連�800.0�850.0��

東欧�198.7�200,0�ト卿�3,000

中共�70.0�80.0��

合計�4,587.1�5,001.4�8,050�10,500

㈹､14〕はE,G.West;Mo伽mm晩1s1963北川二郎:アルミの需要はどこまで係び

るかより転餓

はなく地下資源全般について言える事であってここ

に地下資源開発のための研究調査の急務である事を声

を大にして叫ぶゆえんである.

日本のアノレミニウム工業が将来非常な勢いで発展する

事は疑い恋い所である.北川二郎氏(目軽金)の計算

による今後の需要の見通しは

年度

ユ960

ユ961

��

ユ963

τ964

��

��

��

地金需要量

���

���

���

㈴��

㈷�　

㌳�　

��㌀

��　

次の通りである.

総需要量(1,000トン)

㈰�　

281.岳

㈴��

㌷�　

���

��　

���

�〰�　

���〰���㌰�

㈰〰�㌰�����

また将来の各国のアルミニウム生産能力の推定は第4表

に示す.これで見れば日本の1970年の生産量は42～50

万トンであってこれに要するボｰキサイトの量は160

～200万トンである.紀元2000年にはボｰキサイトを

原料として用いるものとすれぱ実に500万トン以上カ茎必

要となる.しかもアノレミニウム製造用以外のアルミナ

の用途も考えればこの数字の1.5倍近いボｰキサイト

を消費する事に放るであろう.

ボｰキサイトはヨｰロッパとジャマイカに相当量の鉱

量があってアメリカとヨｰロッパの2大需要地をだい

たいまかなっているため現在比較的需要の少削･アフ

リカ南アメリカとアジアの開発は余り進んでいない.

しかしこのよう恋状態は需要の増大と共に大きく変わる

ものと予想される.すなわちきわめて一般的ないv'方

をすればヨｰロッパのアノレミニウム生産量の増加に伴

ってアフリカの鉱床が開発され確認される鉱量も飛躍

的に増しまたアメリカの大増産計画が進行すれば南

アメリカのものが必然的にクロｰズアップされるであろ

う.

日本は上に述べたように数年間に年間200万トン以上

30年後には600～700万トンのボｰキサイトが必要になる.

このようなぼう大な鉱石を輸入するには地理的条件その

他からいって東南アジアとオrストラリアの鉱床を開発

するのが当然であるが各種の事情を考慮すると東南ア

ジアの鉱床を積極的に開発する事が急務と思われる.

この地域で現在知られている鉱量は少なく将来のわカミ

国の需要をみたすにはふじゅうぶんであるがこの地域

は開発と併行して鉱床発見の可能性は大きいものと考え

られる.探査地域としては超塩基性岩以外のラテライ

ト賦存地帯を探すのが早道と思われる.将来ラテライ

トカミ鉄資源として利用されるよう狂事態に祖れば両者

を同時に探査するのが最も適切であろう.この問題は

わが国にとってきわめて重要な問題であって早急に積

極的な対策カミ望まれるものである.(筆者は鉱床部)

国際古植物学会開かれる予定

第22回国際地質学会がインドで開催される際それ

に先立ち12月6目から12目までの6日間ニュｰデリ

ｰ南東600kmにある学術都市ラクノｰ(LucknOw)で

は国際古植物学会カ欄かれる予定である.

この学会はインド古植物学会カ主主催し世界の古

植物学春カミ多く招かれているが内容は大形･小形植

物化石や花粉学の研究論文の発表とシンポジウムに

わかれている.

会場は同市にある世界的に有名荏サｰ二台植物研

究所(BirbatSahniInstituteofPa1eobotany)カミ

あてられ同時に世界的に有名な植物化石の標本とさ

く葉標本が展示される予定になってv'る.

このシンポジウムのうち“先第四紀花粉学"の部

門に徳永技官が出席する予定である.�


